


























































2 E. Rosenblatt, "Jazz Organist Recalls Starts Here," Pittsburgh Post-Gazette, p. 19, Oct 




図 2　Koch 編曲による J. S. Bach の Gigue 冒頭部分
　図 2は Kochが Volkweinから出版した Bach Two Organ Transcriptions3
の第 2曲の冒頭であるが、そこには「我が生徒 Ethel Smithのために












3 C. Koch, “Bach. Two Organ Transcriptions by Caspar Koch: Hammond Organ 
Registrations by Porter Heaps,” Volkwein Bros, c1951.
4 E. Wilson, "Nicest Pair of Dietrichs This Side of Dietrich Owned by Ethel Smith, 
Pittsburgh-Born Organist," Pittsburgh Post-Gazette, p. 66, Mar 27, 1949. ［オンライ





　Caspar Petrus Kochは 1872年にドイツで生まれ家族とともに米国イ
リノイ州に移住した。12歳で父を亡くしたが 1890年からウィスコン







して任命を受け、Allison Parkの Holy Trinity Churchのオルガニストと
合唱指揮を務めながら 1904年から 1914年までは Duquesne University 
において、1914年から 1941年までは Carnegie Institute of Technology
（CIT）において音楽科の教授として教鞭をとった。その間 1924年に
North Sideのカーネギー音楽堂（Carnegie Music Hall）のために Ernest 
Skinnerオルガンを設計し、1954年に引退するまで生涯にわたってこ
こで演奏活動を続けた。
　音楽教育家としては The Organ Student's Gradus ad Parnassum5（「オル
ガン教程」）やバッハの「8つの小前奏曲とフーガ」などのオルガン
譜 6を出版するかたわら、他にオーケストラ作品をオルガン向けに編
5 C. Koch, “Organ student's gradus ad Parnassum Book I: The Elements of Interpretation,” 
New York, J. Fischer, 1945.
 C. Koch, “The Organ Student's Gradus ad Parnassum Book II: Progressive Organ 
Studies,” Volkwein Bros. Inc., Pittsburgh, PA, 1950.
6 J. S. Bach, C. Koch (ed.), “Eight Little Preludes and Fugues for the Organ,” Volkwein 







た。Caspar Kochは 3代目のオルガニストとして 1914年に第 1000回、
1939年に第 2000回を演奏しており、跡を継いだ息子の Paul Kochが
第 3000回を 1967年に演奏した。このシリーズは 1979年 1月にカー
ネギー音楽堂改築のためにオルガンが取り壊されるまで続けられた。
　ほかにも 1947年 12月 3日付けの CIT学内報には 11月 25日に
Koch博士の 75歳の誕生日を祝賀する行事が執り行われたこと、
David Lawrence市長により Dr. Caspar Koch Dayが制定されたこと、カー
ネギー音楽堂において教え子たちによるオルガンリサイタルが催され









図 3　Koch 編曲による Middelshulte Perpetuum Mobile の冒頭部分
　図 3はドイツに生まれ永く米国で活躍したオルガン奏者，作曲家の
Wilhelm Middelschulteによる Perpetuum Mobile（無窮動）を Kochが編
曲したもの 7である。この曲は若くしてMiddelschulteに師事しオルガ
ン奏者として名を馳せた Virgil Foxのために、バッハのホ短調フーガ







7 W. Middelschulte, C. Koch (ed.), “Perpetuum Mobile Pedal Solo by Wilhelm 


























　1921年に開店するMellon Bankのために店舗が Smithfield Streetから
同じダウンタウンの Liberty Avenueに立退きを余儀なくされた際に、
Jacobは一計を案じて地元の販売代理店 7軒とピアノの販売権と楽譜











えば Caspar Kochによるオルガン教本の第 2巻のほかにも数篇のオル
ガンスコアが Volkweinから刊行されている。この出版部門は 1982年
に Columbia Picturesに売却されるまで続いた。
　Volkwein兄弟に話を戻すと、弟 Rudolphは 1954年 1月に他界、そ
の直後に Jacobの妻Maryが他界し、兄 Jacobは 2年後の 1956年に事
業から身を引き、Rudolphの 2人の息子 CarlとWalterが叔父から家業
を受け継いだ。Jacobは長命で 1984年 12月に他界した。1965年に






館（The Andy Warhol Museum）である。
9 “Musicians Are Helped--Volkwein Brothers Have Comprehensive Index System,” The 
Pittsburgh Press, p.22, Aug 21, 1934, ［オンライン］ : Newspapers, http://www.
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